
様式第１（第４条関係）その１（日本の団体用）            （一般助成・発展助成） 

平 成 ２ １ 年 度 地 球 環 境 基 金 
助 成 金 交 付 要 望 書 

第          号 
平成 21 年 1 月 24 日 

独立行政法人環境再生保全機構 
理事長 湊 亮策 殿             〒******** 

住 所 ************ 
団体名 from grassroots広島 
代表者氏名 平尾 順平   印 

 
下記の活動を行いたいので、地球環境基金助成金交付要綱第４条の規定に基づき、助成金

の交付を要望します。 
記 

活 動 名 リユース食器プロジェクト 

活動区分 イ．国内の民間団体が行う開発途上地域の環境保全のための活動 
ハ．国内の民間団体が行う国内の環境保全のための活動 
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活動形態 a.実践   b.知識の提供・普及啓発   c.国際会議   d.調査研究 

活動分野 

ａ．自然保護・保全・復元   ｂ．森林保全・緑化  ｃ．砂漠化防止 
ｄ．大気・水・土壌環境保全  ｅ．地球温暖化防止   ｆ．循環型社会形成 
ｇ．環境保全型農業等     ｈ．総合環境教育    ⅰ．総合環境保全活
動 
ｊ．その他の環境保全活動 

（趣旨・目的）  

当団体が「リユース食器」レンタル事業の運営母体となり、イベントにおける 
「リユース食器」利用の普及・一般化を図る。 
以て 
・ イベント時のゴミ排出量を削減 
・ 「使い捨て型」ライフスタイルの見直しをする機会の創出 
を実現し、循環型社会の形成に貢献する。 

（活動の概要）  

広島市中区を拠点に当団体が「リユース食器」レンタルのシステムを構築し、そ

の運営を行う。広島を中心とした地域で行われる身近なパーティーから地域のイ

ベント、大学祭、スポーツイベントなど多様な場で「リユース食器」を使っても

らえるような仕組みを作り、世の中の常識を『使い捨て』から『リユース』に変

えていく。 
キーワードは『身近で、手軽で、お得なシステム』。その為にまず、資材を揃え、

実践を通じてマニュアル化・システム化を行う。その後、レンタル事業化し、一

般化する。 
 

活 
動 

の 

目 

的 

及 

び 

概 

要 

要望金額       1,600 千円 

（特記事項） 
団体として地球環境基金の助成金を受けたことが（ある・ない）→ある場合平成        年

度の助成を受けた。 

整理番号  
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その２－１ 〔助成を希望する活動の内容〕      

（目標） 
 一年間の達成目標 
・10 のイベントで「リユース食器」を導入する。 
・イベントにおける「リユース食器運用マニュアル」を作成する。 
・食器レンタルに際しての「レンタルする際のシステム」を構築する。 

※レンタルシステムの運用は来年度以降の課題とする。  

（対象地域の状況・活動を行うこととなった背景） 
○現状・問題点 
地球温暖化や天然資源の枯渇などの地球規模の環境問題が社会全体の大きな関心事と

なっている現在、大量生産・大量消費・大量廃棄の申し子である「使い捨て型ライフス

タイル」は早急に見直さなければならない課題となっている。 
そんな中、天然資源の消費を抑制し、ゴミの発生を抑える「リユース食器」が注目を

集め、その活用が全国各地で広まっている。 
他方、ここ広島ではリユース食器のレンタル事業を行っている団体・組織は存在して

おらず、その為イベントでは相変わらず大量の資源を消費し、大量にゴミを排出してい

る現実がある。 
○活動の必要性・妥当性 
広島市は中四国地方一の人口を有する都市であり、実施される屋内外のイベントも大

変多いにも関わらず、当該地域にはリユース食器の貸し出しを行う団体、組織が存在し

ない。当団体にてリユース食器のレンタル活動を行い、『身近で、手軽で、お得なシステ

ム』を構築することにより、広島を中心とした地域で広く普及することが見込まれる。 
（活動の実施方法） 
＜システム構築段階＞ 
まず当団体として参加・運営を行ってきたイベントにおいて、リユース食器(その他、

運搬・洗浄など必要な資材)を導入・運用し、リユース食器運用マニュアルの作成、及び
導入システムを構築する。その際、事務処理・洗浄及び保管作業を担うスタッフは、マ

ニュアル作成に協力することを前提に賃金を支給する。 
イベント会場ではスムーズな運営ができるよう看板などを設置するとともに、リユー

スに関する理解を深めるためのパネルを作成・展示し、啓発に努める。 
また洗浄に関しては、数量に応じて食洗機を持つ外部機関への委託(給食センター・飲

食店)も行う。 
＜レンタル運営段階＞ 
地域のお祭り・パーティー・大学祭などイベント運営者(飲食店経営者を含む)に「リユ
ース食器システム」レンタルの提案を行う。導入の際には、必要に応じアドバイザーを

派遣し、システム定着の為のサポートを行う。また普及の為、Web での情報提供、ポス
ター作成、公共施設へのアプローチ、マス・メディアへの取材要請などあらゆる広報活

動を行う。なお、レンタル運営は資材の消耗や人材確保の為、有償とする。 
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その２－２ 〔助成を希望する活動の内容〕 

（活動により期待できる効果） 
・１０のイベントでリユース食器が導入される 
・イベント時のゴミ排出量を削減 
・「使い捨て型」ライフスタイルの見直しをする機会の創出 
 
 

（実施スケジュール）  
 
平成 21 年 5 月  リユース食器の調達 
平成 21 年 5 月  リユース食器について、ホームページ等で紹介（広報） 
平成 21 年 5 月～ 当団体で主催、共催するイベントでリユース食器を導入。 
平成 21 年 9 月～ 試験的にレンタル運用を開始する。 
平成 22 年 1 月  調査結果の取り纏め、および導入マニュアルの作成 
平成 22 年 3 月  利用マニュアルのホームページ等での公開 
         「リユース食器ネットワーク」へ加盟 
 

（年次計画）…複数年次に亘る活動の場合（過去の実績を含む。） 
平成 20 年度  
       広島市主催『国際交流・協力の日』 

リユース食器の運営(レンタル食器を利用) 
平成 21 年度  
       リユース食器の調達 
       スタッフによる状況調査 
       リユース食器運用マニュアルの作成 
平成 22 年度  
       実際に同マニュアルをもとにした貸し出し（有料）事業開始。 
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その３ 〔収支予算内訳〕 

 団体名 from grassroots 広島 

 区  分 予算額（千円） 内     訳 

自 己 資 金 84 活動収益金 

寄 付 金   

補助金・助成金等 336 公益信託広島市まちづくり活動支援基金からの助成金 

地球環境基金 
助成金 1600  

収 

入 

の 

部 

総  額 2020 千円   

①謝金・賃金 400 アルバイト＠8,000 円×50 人日＝400,000 円 

②旅  費 94 助成活動成果報告会参加＠ 
(広島－東京) 2 名×１  37,100×2＝74,200 円 
宿泊     2 名×１  10,300×２＝20,600 円 

③物品・資材購入費 541 
91 
166 

リユース食器一式 
運搬器具 
洗浄用具 

④建築物の工事費 0  

⑤借損料・役務費 45 
5 
252 
 

看板・掲示物作成 
車両費 
物品の運搬 
 

⑥事務管理費 0 消耗品文房具 

助 
 

成 
 

金 
 

要 
 

望 
 

経 
 

費 

小  計 １600 千円   

①謝金・賃金 
②旅費 
③資材購入費 
 
 
④工事費 
⑤借損料・役

務費 
 
 
⑥事務管理費 

 
 
234 
17 
20 
 
62 
12 
57 
5 
13 

 
 
リユース食器一式(30％) 
運搬器具 
洗浄用具 
 
マニュアル作成 
看板・掲示物作成 
食器洗浄器借用 
車両費 
消耗品文房具 

自
己
資
金
等
充
当
経
費 

小   計 420 千円   

支 
 
 
 
 
 

出 
 
 
 
 
 

の 
 
 
 
 
 

部 

総  額 2020 千円  
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その４ 〔団体の概要〕 

（ふりがな） ふろむ ぐらするーつ ひろしま 代表者役職名：代表 
団 体 名 from grassroots 広島 代表者氏名：平尾順平 

主たる事務所

の所在地 
〒****** 
*************    TEL：********** FAX：********* 

団体設立年月       2007 年 7 月 

組織の構成 会員等と有する場合は、その内容・人数 

組  織 

 
 代表―――副代表―――会員 
       
      監事 
 

個人会員   70 名／年会費   0 千円 
法人会員   名／ 〃     千円 
常勤の役員数    人（内有給  人） 
非常勤の役員数   人（内有給  人） 
常勤の職員数    人（内有給  人） 
非常勤の職員数  70 人（内有給  0 人） 

沿 革 

2007.07 任意団体として発足 

2007.09 市民を対象に映画「不都合な真実」の上映とともに 

   「身近にできる eco」をテーマに eco 展示会を実施。 

2007.12 「クリスマス,キレイな街をプレゼント」を合言葉に、市内の 

    ゴミ拾いイベントを実施（SantaProject2007） 

2008.10 環境活動家田中優氏を招いての講演＆座談会「eco meeting08」を開催。 

2008.11 広島市主催 「国際交流・協力の日」にてリユース食器を試験的に運用。 

2008.12 SantaProject2008 を実施 

目 的 
持続可能な社会の実現に向け、市民のレベルで一人一人が主体的に考え、

そして積極的に行動できるようになることを目的とする。 

活動実績 平成 20 年度 平成 19 年度 平成 18 年度 

団体の主たる 
活動実績 

・環境活動家田中優氏を招いて

の座談会の開催（広島市外郭団

体からの助成金を受けて実施） 
・SantaProject2008 
 

・映画「不都合な真実」の上

映会およびエコ展示の開催 
・SantaProject2007 
（広島市内における市民参

加型のゴミ拾いイベント） 

未発足 

要望活動の類

似活動実績 

・広島市主催イベントにてリユ

ース導入（他団体より借入）。 
なし  

総収入      247 千円      564 千円 千円 

総支出      184 千円 542 千円 千円 財政状況 

当期損益      63 千円 22 千円 千円 

ホームページアドレス http://from-grassroots.com

担 当 者 
（所属部課・氏名）  

連絡先住所：〒********************* 
副代表 南澤 克彦 
TEL：*********** FAX：*************** 

 

http://from-grassroots.com/

